
本時案 

 

 

（１）本時目標  「ごんの気持ちは、兵十にとどいていたのか」について考えたことの話し合いを通じて、多様な考え方があることに気付くことができる。 

（２）本時展開   

学習活動 主な支援・留意点【評価】 
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○「くりや松たけをごんが持ってきていたこと」
ではなく、あくまで「ごんがつぐないにこめた
気持ち」に、兵十が気づくことができていたの
かについて考えられるよう、冒頭に確認をする。 

  
○「ごんの気持ちが、兵十にとどいていたのか」
について、一人ひとりの考えを出し合う。その
際には、本文のどの叙述を読んでそう思ったの
かを、明確にして意見を述べられるよう声かけ
をする。 

 
○話し合いの後には、本時を振り返る活動を設定
し、考えを整理する時間とする。 

 
 
◇自分の考えたことを発表しようとしていたか       
【関心・意欲・態度】 

 
◇自分の考えとそう考えた理由を、叙述をもとに、
説明することができたか【思考・表現】 

 
◇話し合いを通じて、多様な考え方があることに
気付くことができたか【思考・表現】 
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